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１． コマツの概要 

２． グローバル化への対応 

   ① コマツウェイ 

   ② グローバル化への対応  
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・設立 ：１９２１年５月１３日 

・連結売上高 ：１兆９,７８６億円 

・営業利益 ：２,４２０億円 

・総資産 ：２兆７,９８４億円 

建設鉱山機械･車両他 
（1兆7,613億円） 

89.0％ 

11.0％ 

建設機械・車両事業の地域別売上高構成 

産業機械他 
 （2,172億円） 

・連結子会社 ：138社 

  （日本）18社 （海外）120社 

・連結従業員数：47,417人 

 社員の59％は外国人 

事業別の売上高*構成 

*売上高は外部顧客向け（セグメント間取引消去後）ベース 

欧州 8％ 
CIS 3％ 

日本 
19％ 

北米 
19％ 

中国 
6％ 

中近東 
3％ 

中南米 15％ 

オセアニア 
8％ 

アジア 
12％ 

1兆7,613億円 

ｱﾌﾘｶ 6％ 

１．コマツの概要 （２０１５年３月期実績） 
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創業者の精神 

「工業冨國基」 
  工業は国を富ませる基なり 

  人材育成こそが工業冨國基の基本 

◆品質第一  ◆技術革新 

◆海外への雄飛 ◆人材育成 

創業者 竹内 明太郎（高知県宿毛市出身）の志 

鉱山機械開発のため小松鉄工所を設立（1917年） 

小松鉄工所に見習生養成所を付設（1917年） 

１９２１年５月１３日 株式会社小松製作所の誕生 

【創業の精神】 
～世界に通用する技術を生み出し、世界を相手に勝負する～ 

創業者 竹内 明太郎 

・創業者の精神は遺伝子として現在に受け継がれ、コマツの強みとなっている        
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モーターグレーダー 

自動車メーカ向け大型プレス 

フォークリフト：  
コマツリフト 

板金機械・鍛圧機械：  
コマツ産機 

自動車メーカ向け工作機械： 
コマツＮＴＣ 

半導体製造装置メーカ向け製品：  
ギガフォトン・ＫＥＬＫ 

ワイヤーソー 

クランクシャフト
ミラー 

エキシマレーザ 

サーモ・モジュール   プラズマ加工機 

サーボプレス 

フォーク 
 リフト 

油圧ショベル ホイールローダー 

ブルドーザー 

トランスファーマシン 

ダンプトラック 

建設・鉱山機械 産業機械 他 

0.3～42m3 

(7～770㌧) 

(4～108㌧) 

(37～580㌧) 

（ ）内数値は機械質量 

(26～34㌧) 

(17～30㌧) 

(7～216㌧） 

主要商品 
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地域別人員（連結） 

400 
 
 

北米 

ロシア 

2,200 

1,400 8,300 

50 

3,300 

中南米 
   アフリカ 

ＫＭＥ◆ 

4,900 

大洋州 

中国 

   ：連結人員（正社員） 

★ ：地域統括会社 

◆ ：主な海外現地法人 

欧州 

★ＫＡＣ 

◆ＫＨＳＡ 
◆ＫＣＣ 

 ◆ＫＢＩ 
◆ＫＤＢ 

19,500 

2015年3月末時点 

日本 

 
4,300 

★KC 

KIPL◆ 

アジア 

◆ＨＩＩ 
◆ＭＭＳ 

ＫＳＡ◆ 

◆KMR 

KCCM◆ 
KSD◆ 

KSC◆ 

◆KAL 
◆KMSA 

◆KI 

◆BKC 

◆KMSI 

◎KLTD 
 （本社） 

中近東 

日本 
41％ 

海外 
59％ 

連結計 
47,417 

3,000 
 ◆KMG 

◆KCIS 

ＫＦＡＢ◆ 

ＫＵＫ◆ 

◆ＫＩＭ 

KOHAG◆ 
★ＫＥＩＳＡ 

日本/海外の人員構成 

＜海外社員比率＞社員の59％が外国籍社員 
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米州 欧州・CIS アジア 中国 日本 合計

     (●ﾏｻﾞｰ) 本体 4 6 3 3 6 22
コンポ・部品 3 2 5 4 7 21
素材 1 2 2 1 6

合計 8 8 10 9 14 49

地域別の生産拠点数 

 

 
  ： マザー工場 
（商品開発機能を持つ生産拠点） 

大阪工場 

Komatsu Mining 

 Germany 

Komatsu Italia  

Manufacturing 

Peoria, KAC 

１．顧客の信頼を勝ち取る 
２．品質問題の早期解決 
３．現地仕様の取り込み 
４．リードタイム短縮 
５．為替リスク対応 

Komatsu do Brasil 

Chattanooga, KAC 

Newberry, KAC 

Komatsu UK 

Komatsu 

   Manufacturing 

    Russia 

Komatsu India 

Komatsu Indonesia 

Bangkok Komatsu 

小松（常州）建機公司 

小松山推建機公司 

小松（山東）建機有限公司 金沢工場 

六甲工場 

車体需要のあるところで生産（組立）を行う 
開発と生産を一体化したマザー工場がチャイルド工場を指導する 
本体のクロスソースを推進し、生産能力の有効活用を図る 

茨城工場 

Komatsu Forest  

粟津工場 

栃木工場 

Komatsu Hanomag 

グローバル生産体制（本体） 
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代理店のある国 

代理店のない国 

・代理店：１５１カ国２０３代理店（全世界の需要台数の９９％をカバー） 
・一般建機は、各地域の代理店による販売・サービス   
・鉱山機械は、コマツの直営代理店による販売・サービス                     

＜代理店在庫ゼロ活動の推進＞ 
  ・在庫はコマツが保有し、 
   代理店の財務負担を軽減。 
  ・代理店は販売・サービスに注力 

鉱山機械の代理店 
（コマツ直営代理店） 

アメリカ、チリ、ブラジル、 
ペルー、南アフリカ、 
オーストラリア、中国、 
コロンビア、メキシコ 

〔鉱山機械の代理店（コマツ直営代理店）の特徴〕  
 ・鉱山機械は一般建機と比べて過酷な環境で長時間稼働。 
  →お客さまと代理店、コマツが一体となり、機械の稼働をサポート 

〔中国の代理店の特徴〕 
 ・1省1代理店  
 ・地域密着地場資本 

グローバル販売・サービス体制(代理店） 
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〔機械本体の商品力向上〕 

〔機械の見える化〕 
＊施工の効率化＋施工全体の管理 

〔施工の見える化〕 

事業領域の拡大 

＊ﾀﾞﾝﾄﾂ性能の継続的追求 
 ・「環境・燃費」「安全」「ICT」 
  

＊機械とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
 ・機械の稼働管理・活用 
 ・ｻｰﾋﾞｽ,ﾘﾃｰﾙﾌｧｲﾅﾝｽ 

新しい価値創造のための技術開発を重点的に進める 

イノベーションによる成長戦略 

Phase 1 

Phase 2 

Phase 3 

AHS ICT建機 

• 建機情報と現場管理の融合 
• 顧客の施工全体のコスト削減 
• 建機の高度化・知能化 

ダントツ商品 

ダントツサービス 

ダントツソリューション 

顧客の新たな価値を創造 
ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝで売上拡大 

付加価値の向上による販売価アップ 

成 長 戦 略 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ油圧ショベル 
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コマツ（日本）における人事のしくみと特徴 

項 目 しくみ・特徴（日本の一般的な大手メーカのしくみ） 
 

 採 用 
 

・新規学卒者（大学卒、高校卒）の一括採用が中心 
・大卒エンジニアの採用は、１５０名程度/年（安定的に） 

 

 育 成 
 

・機能別（開発・生産・営業等）に人材育成、社内での各職能教育 
・海外経験：30才前後で海外駐在、海外留学に派遣 
・大学卒の場合、30代半ば～40才過ぎに課長に昇進 
・40代半ばで部長、50才過ぎで執行役員に就任（生え抜きが大半）                                    
 

 給 与 ・管理職は『役割（職務）グレード』に基づき決定（up&downあり） 
・一般社員は『職能資格（能力・習熟・業績）』に基づき決定 
 ⇒ 現業・非現業同一の給与制度、時間外給の支給対象 
      技能者の処遇（工師長、工師正、工師） 
・賞与は業績連動にて決定 

 定 年 ・60才定年（65才までの継続雇用） 
・退職金（年金）制度 （公的年金は65才支給） 
・定年以外の事由による離職率0.7％/年 ⇒ 多くが定年まで勤務 

 

 労働組合 
 

・企業内組合（単一組合） ・管理職以外は100％組合加入。 
・労使協調（1974年以降、ｽﾄﾗｲｷなし） 
・ユニオン幹部の信任率98％ 
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「品質と信頼性」を追求し、お客様に喜んで頂ける商品・
サービスを提供し、「企業価値を最大化」する。 

建設・鉱山機械、産業機械の分野 

中期経営計画 
1. マネジメントにおける重点活動項目 
2. 事業における重点活動項目   

脈々と受け継がれる価値観・心構え・行動様式 
・コーポレートガバナンスの充実 
・グローバルベースの人材育成の強化 
・社員一人ひとりの現場力を伸ばし持続的な成長を目指す 

コマツの行動基準 
・ビジネス社会においてコマツ及び経営者、社員が守るべき
ルール、コンプライアンス５原則 

・「責任ある企業市民」としての宣言   

方針・原則 
・地球環境基本方針 
・社会貢献に関する５原則 等 

経営の基本 

ドメイン 

コマツウェイ 

責任ある企業行動 

経営課題 

コマツのCSR重点分野 
・生活を豊かにする・人を育てる・社会とともに 
 発展する 

諸原則・国際基準 社会的課題への取り組み 

２．グローバル化への対応 

 コマツの経営の基本とコマツウェイ 

企業価値：全ての 
ステークホルダー 
からの信頼度の 
総和 
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コマツウェイとは、グローバルにここだけは守り続けたい、人が 
変わっても、脈々と受け継いでいって欲しい、先輩が築き上げてきた、 
成功・失敗の経験、強さを支える価値観、心構え、行動基準 

1. トップマネジメント編：コーポレートガバナンスの充実 

2.全社員共通編(モノ作り編）：モノ作り競争力の強化 

 品質と信頼性の追求 
 源流管理 
 現場主義 
 顧客重視 

 方針展開 
 ビジネスパートナーとの連携 
 人材育成 

コマツの強みを具現化するために、世界中のコマツグループ社員が 

   共有すべき価値観を明文化。（２００６年に制定） 
コマツウェイの教育・浸透を通じて、全社員の改善能力を向上させ、全世界の 
  コマツグループの社員や組織を活性化する（グローバルな人材育成） 

モノ作り のSeven Ways of Komatsu (※） 

※コマツのモノ作り：「開発、生産、販売、サービス、管理部門などの社内部門と協力企業や代理店など
バリュ－チェーンを構成するすべての部門・パートナーが一体となって行う活動 

3.ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ編 

コマツウェイ 

日本語以外に、 
英、西、独、葡、伊、露、瑞、中、ｲﾝ

ﾄﾞﾈｼｱ、ﾀｲ、ﾀﾐﾙ語版を作成 
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機関投資家 
アナリスト 

社 員 株 主 
国内外 

販売代理店 
協力企業 

株主総会 

株主懇談会 

社員ミーティング 

（本社、各工場） 

国内外の投資家訪問 

アナリストミーティング 

決算説明会 

お客さま 

トップ訪問 

マスコミ 

インタビュー 
みどり会 

経営者懇談会 

社 会 

代理店会議 

社員ミーティング 

対話の機会をできる限り作り、適切な情報 

開示でサプライズをなくす 

企 業 価 値 ＝ 社会、ステークホルダーからの信頼度の総和 

企業価値を高めるためのコマツの考え方 

コマツグループの進むべき方向・課題を 

共有する（社員、協力企業、販売代理店） 

トップ自らが直接コミュニケーション 
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コマツの行動基準 

コマツの行動基準 

１．経営の指針 
２．ビジネス社会のルールの遵守 
３．社会との関係 
４．自由で公正な取引 
５．会社と社員との適正な関係 

  

 ６．地球環境への取組み 

 ７．情報の取扱い 

 ８．内部統制システムの確立 

 ９．コンプライアンス体制 

１０．行動基準の普及と遵守の徹底 

ルールブックとしての行動基準 

 

 ・コマツグループの全社員が世界のどこにおいても守るべき 
  基本原則や、方針・考え方を示したもの。 

  コマツグループの全社員が守るべき「ビジネス社会のルール」） 

 
 ・「コマツウェイ」と並び、コマツの企業としてのあるべき姿を 
  示した重要な指針。 

 
 ・１９９８年に制定。 
  全１５か国語に翻訳し、冊子にして全世界の社員に配布。 

 
 ・全世界のグループの社員が遵守し、行動することに署名宣誓。 
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「安全衛生に関する社長メッセージ」・「コンプライアンス５原則」 

◆ＳＬＱＤＣの考え方 

優先順位 Safety  ⇒ Law  ⇒ Quality  ⇒ Delivery  ⇒ Cost 

自分、家族、友人に 

対するコミットメント 

社会に対する 

コミットメント 
お客様に対する 

コミットメント 

代理店・ＤＢに 

対するコミットメント 

会社存続のための 

経営層に対する 

コミットメント 

 「コマツの行動基準」を補足するものとして、「安全衛生に関する社長メッセージ」と 
 「コンプライアンス５原則」を作成し、全世界の職場に掲示。 
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グローバルな人事方針  （「コマツの行動基準」より） 

 基本的人権の尊重。個性、人格、プライバシーの尊重。 

 公正な評価。国籍、人種、宗教、年齢、性別、障害の有無、その他の理由に

よる不当な差別の禁止。 

 充実した職務遂行ができる職場づくり。ワークライフバランス。 

 納得性のある諸制度の設計及び運用。オープンな制度と社員への正確な伝

達。 

 法令遵守。 

 社員個々人又はその代表者との誠実な対話・協議。 

 児童労働・強制労働の禁止。 

 それぞれの地域での競争力のある労働条件の設定。 

人事制度はそれぞれの地域の歴史、文化を反映したものであり、 

その制度の違いを正しく理解し、認識しなければならない。 

ｺﾏﾂｸﾞﾙｰﾌﾟ各社は、以下の基本方針に基づき、各地域の事情を反映した、 

その地域にふさわしい人事制度を構築する。 

基本方針 
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0
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石油危機と円の切り上げ 日本の高度経済成長 新興国経済の成長 

防御から進撃へ 
（海外市場の開拓） 

多極生産体制確立 
  （欧米 ⇒ 新興市場） 

グローバルな連結経営 

世界的協業 
主要事業の模索 

世界企業への道 

平成バブル、ＩＴの進化 

（円） 

変動為替相場制 

為替レート（円／ドル） 為替の安定 

プラザ合意 

円独歩高 円高基調 

250±50 200 ⇒ 96 110±10 

固定相場制 
（1ドル＝360円） 

101⇒79 

円安 

-2,500
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連結売上高（左軸） 

営業利益（右軸） 

9% 

81% 
海外売上比率（%） 

58％ 

30％ 

（億円） （億円） 

外的環境と事業の推移 
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コマツにおけるグローバル化 

グローバルの意味合い 日本国籍のグローバル企業 
グローバル司令塔（本社）機能は日本 
 
オペレーションは日本市場を含めたローカルの総和（グ
ローバル＝Σ（ローカル）） 

人材の活用 海外マネージメントは、顧客密着のため現地化を推進。
生え抜きの優秀人材を登用 

オペレーションは、現地に根付くことが最優先。需要のあ
るところで生産、進出国からの撤退はしない。日本も含
め、地元採用 

日本本社は、日本人に限定しないが、日本語・日本やコ
マツの文化を理解した人材 

 

現地語を尊重、グローバル会議は英語 
（日本は日本語、中国は中国語 等） 
 

日本人社員のグローバル化 研修（語学、異文化、現地）、海外派遣・駐在 
リーダー選抜、MBA派遣 

ﾀﾞｲﾊﾞｼﾃｨ・人材交流加速 

執行役員[４８] 
（内取締役兼務6） 
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会社 国 設立 1980年代 1990年代 2000年代 

ＫＡＣ アメリカ 1985, 1988 ＪＶ → 子会社 

ＫＥＩＳＡ ベルギー 1967 設立 

ＫＯＨＡＧ ドイツ 1989 資本参加 → 子会社 

ＫＩＭ イタリア 1995 ＪＶ → 子会社 

ＫＵＫ イギリス 1985 設立 

ＫＩ インドネシア 1982 ＪＶ 

ＫＡＬ オーストラリア 1991 ＪＶ 

ＫＣ 中国 1996 設立 

ＫＳＣ 中国 1995 ＪＶ 

ＫＭＧ ドイツ 1996 ＪＶ → 子会社 

ＫＳＡ 南アフリカ 1997 ＪＶ 

ＫＣＣ チリ １999 ＪＶ 

ＫＩＰＬ インド 2007 設立 

ＫＤＢ ブラジル 1973 設立 

ＫＣＩＳ ロシア 2005 設立 

日本人 非日本人 （ナショナルスタッフ） 

現地籍社員トップの育成･登用 

日本人駐在員はＮｏ．２として現地トップのサポートに 

コマツウェイを十分に理解した生え抜き人材を登用 

経営は分権化し、マネージメント層の現地化を推進 

経営の現地化 

CEO / COO 

2016～ 

グローバルオフィサーに任命 

グローバルオフィサーの中から執行役員登用 
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グローバルオペレーションの現地化度合い（機能別） 

現地マネージメント 

人事・法務 

経理・財務 

製造・生産技術 

研究・開発 

営業・マーケティング 

プロダクトサポート 

（部品・サービス） 

現地主体（Decentralized）  日本主導（Centralized） 

経営の現地化 

現地に任せる 

ローカル・オペ
レーション確立 

連結決算、経営管理のサポート
で各地に一定数の駐在員   
財務は本社主導 

駐在員はNo2. 

グローバル本社は事業計画承
認、各社ボードへの役員派遣、
地域コミッティ等を通じた経営
管理 

マザー工場、 

主要コンポーネントは 

日本で一極集中生産 

研究開発は日本が
メイン 

顧客対応、代理店
管理等はローカル
オペレーションが
中心 

トップセールス、アジアの一部の
地域では、日本による直接管理、
駐在員による営業・代理店管理 

日本発の製品開発ゆえ、海外サービ
スの駐在要員を重点育成・投資 

ローカルのサービスエンジ
ニア要員の育成に重点投資
日本サイドとすり合わせ 

主なオペレーション 

グローバルポリシーを共有 

駐在は限定的。戦略市場を中心
に現地を分かるスタッフを育成 

海外の開発センタは欧米中に設置
（特定モデル限定） 

欧米は定量生産 

戦略市場（アジア）に投資 
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‘60 ‘70 ‘80 ‘90 2000 

輸出の拡大 海外生産の拡大 グローバル連結経営 

・73 初の海外工場（ブラジル） 

・82 コマツインドネシア設立 

・85 英米で現地生産スタート 

・88 米ドレッサー社とＪＶ設立 

・95 中国、タイ工場設立 

現地生産 

現地企業買収（M&A） 

・95 アドバイザリーボート設置 

・01 マザー工場制 

・03 地域ヘッドクォーター制 

・06 コマツウェイ 

・10 ブランドマネージメント 

・55 建機の海外輸出開始（アルゼンチン） 

・56 中国と貿易開始   

・61 米カミンズとの技術提携 

・63 米ビサイラス・ｴﾘｰと技術提携 

・67～71 海外販売会社設立（欧米亜） 

《海外進出の創生期》  
営業･サービス中心の  

日本人の国際化 

《海外生産の本格化》   
コマツの開発、生産等の 

やり方を海外に展開 

《経営のグローバル化》   
海外ローカル社員による 
現地マネージメント強化 

経営の現地化 ﾏｰｹｯﾄ･技術情報の収集拠点づくり 

販売･ｻｰﾋﾞｽ拠点づくりと強化 

 人材要件の変遷 

日本サイドにおける“必要とする人材要件”の変遷 

語学（英･独）

ができる  
技術者 

･語学（英･独･西･仏･中･露） 

 ができる営業･サービス 
  人材 
･製品開発技術者による 
  ユーザー対応 

･生産技術者 
  の海外派遣 
  機会増大 
･現地法人の 
  ローカル経営   
  人材の充実 

主要拠点ﾄｯﾌﾟ
の現地化が 
進み、日本人
はサポート役 

現地の権限･責任
を強化するために、
グローバル共通の
価値観と行動様式
を共有するための 
しくみと人材 

営業･生産ともに、語学能力よ
りも、現地ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝへの指導
力が、より求められる 

経営･開発･生産･営業･ｻｰﾋﾞｽ 
全ての部門で、その分野における
専門性が必要 

企業価値 ⇒ ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄと  
         ｺﾏﾂｳｪｲ浸透のため 
         の人材 
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コマツウェイのグローバルな共有・定着を通じて、 
継続的改善活動の活性化と組織の活力向上を図る。 

フィリピン人材開発センタによる 
グローバルエンジニア育成 （２００８～） 

中国・ＫＣサービス専科 山東交通学院 （２００４～） 
＊写真は、第９回サービス専科開所式 

グローバルマネージメントセミナー （２００６～） 海外生産法人におけるＴＱＭ活動 
＊写真は、中国・小松山推建機公司 

 グローバルな人材育成 
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ご清聴ありがとうございました 


